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運用報告書（全体版） 

オーストラリア好利回り 
３資産バランス（年２回決算型） 
 

愛称：実りの大地 

 
 

第８期（決算日：2022年３月15日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「オーストラリア好利回り３資産

バランス（年２回決算型）」は、去る３月15日に第８

期の決算を行いました。ここに謹んで運用状況をご

報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／海外／資産複合 

信 託 期 間 2028年３月15日まで（2018年３月５日設定） 

運 用 方 針 

ＡＭＰ オーストラリア・ハイインカム債券マザーファンド
受益証券、ＡＭＰ オーストラリア高配当株式マザーファン
ド受益証券およびＡＭＰ オーストラリアＲＥＩＴマザー
ファンド受益証券への投資を通じて、主としてオーストラ
リアの債券、株式および不動産投資信託証券等に投資を行
います。なお、豪ドル預金等を活用することがあります。 
債券、株式および不動産投資信託証券への資産配分比率は原
則として40：40：20を維持することを基本とします。なお、
資産配分比率は投資環境等に応じて見直すことがあります。 
投資環境の大幅な悪化が予想される場合には、株式および
不動産投資信託証券の実質組入比率を引き下げる一方、豪
ドル預金等の組入比率を引き上げ、投資リスクの抑制を図
ります。 
実質組入外貨建資産については、原則として為替ヘッジを
行いません。 
各マザーファンドの運用にあたっては、ＡＭＰキャピタル・
インベスターズ・リミテッドに運用指図に関する権限を委
託します。 

主要運用対象 

ベビーファンド 

ＡＭＰ オーストラリア・ハイインカム債券
マザーファンド受益証券、ＡＭＰ オースト
ラリア高配当株式マザーファンド受益証券
およびＡＭＰ オーストラリアＲＥＩＴマ
ザーファンド受益証券を主要投資対象とし
ます。 

Ａ Ｍ Ｐ  
オーストラリア・ 
ハイインカム債券 
マザーファンド 

オーストラリアの企業が発行する普通社債、
劣後債および優先証券等を主要投資対象と
します。 

Ａ Ｍ Ｐ 
オーストラリア 
高 配 当 株 式 
マザーファンド 

オーストラリアの株式を主要投資対象とし
ます。 

Ａ Ｍ Ｐ 
オーストラリア 
Ｒ Ｅ Ｉ Ｔ 
マザーファンド 

オーストラリアの不動産投資信託証券を主
要投資対象とします。 

主な組入制限 

ベビーファンド 
株式への実質投資割合に制限を設けません。 
外貨建資産への実質投資割合に制限を設け
ません。 

Ａ Ｍ Ｐ  
オーストラリア・ 
ハイインカム債券 
マザーファンド 

外貨建資産への投資割合に制限を設けません。 

Ａ Ｍ Ｐ 
オーストラリア 
高 配 当 株 式 
マザーファンド 

株式への投資割合に制限を設けません。 
外貨建資産への投資割合に制限を設けません。 

Ａ Ｍ Ｐ 
オーストラリア 
Ｒ Ｅ Ｉ Ｔ 
マザーファンド 

外貨建資産への投資割合に制限を設けません。 

分 配 方 針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評価益を含みま
す。）等の全額を分配対象額とし、分配金額は、基準価額水
準、市況動向等を勘案して委託会社が決定します。ただし、
分配対象収益が少額の場合には分配を行わないことがあり
ます。 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 
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オーストラリア好利回り３資産バランス（年２回決算型）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組入比率 

株   式 
先物比率 

債   券 
組入比率 

債   券 
先物比率 

投資信託 
証   券 
組入比率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 

４期(2020年３月16日) 7,855 115 △19.3 31.1 － 37.0 0.3 14.6 12,689 

５期(2020年９月15日) 9,285 100 19.5 35.7 － 38.0 △0.5 17.4 14,872 

６期(2021年３月15日) 11,148 85 21.0 38.0 － 37.5 △1.2 18.6 13,825 

７期(2021年９月15日) 11,445 70 3.3 38.0 － 37.0 △0.8 18.7 12,000 

８期(2022年３月15日) 11,775 80 3.6 38.5 － 35.9 △0.9 18.3 10,366 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」、「投資信託証券組

入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」、「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
      

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

2021年９月15日 11,445 － 38.0 － 37.0 △0.8 18.7 

９月末 11,274 △1.5 38.0 － 36.4 △1.3 17.9 

10月末 12,013 5.0 38.9 － 36.9 △0.3 19.0 

11月末 11,354 △0.8 37.8 － 37.0 △1.2 18.5 

12月末 12,110 5.8 38.5 － 35.4 △0.9 18.0 

2022年１月末 11,213 △2.0 38.8 － 36.7 △2.7 17.8 

２月末 11,553 0.9 37.8 － 37.2 △0.5 18.2 

(期  末)        

2022年３月15日 11,855 3.6 38.5 － 35.9 △0.9 18.3 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」、「投資信託証券組

入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」、「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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オーストラリア好利回り３資産バランス（年２回決算型）

 運用経過 
第８期：2021年９月16日～2022年３月15日 

当期中の基準価額等の推移について 
 
基準価額等の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。 

※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。 

第 ８ 期 首 11,445円 
第 ８ 期 末 11,775円 
既払分配金 80円 
騰 落 率 3.6％ 

（分配金再投資ベース） 
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オーストラリア好利回り３資産バランス（年２回決算型）

 
 
 
 
 
 
 
基準価額の主な変動要因 

 

 

 
 
 

組入ファンド  騰落率  組入比率（対純資産総額) 

ＡＭＰ オーストラリア・ハイインカム債券マザーファンド  1.5％  38.9％ 

ＡＭＰ オーストラリアＲＥＩＴマザーファンド  1.6％  18.8％ 

ＡＭＰ オーストラリア高配当株式マザーファンド  8.9％  39.3％ 

 
 
 
 
 

基準価額は期首に比べ3.6％（分配金再投資ベース）の上昇とな
りました。 

基準価額の動き 

豪ドルが円に対して上昇したことがプラス要因となりました。 
上昇要因 
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オーストラリア好利回り３資産バランス（年２回決算型）

 
投資環境について 

 
株式市況 
オーストラリア株式市況は下落しました。  
期初から2021年12月下旬にかけては、
中国不動産大手の債務問題などを受けた
リスク回避的な動きなどが嫌気されたこ
となどから下落する局面があった一方、
新型コロナウイルス変異株の感染拡大懸
念が後退したことなどから上昇する局面
があるなど、一進一退の推移となりまし
た。その後は、米金融政策正常化への警
戒感などから米国株が下落したことやウ
クライナにおける地政学リスクの高まり
などが嫌気され下落しました。 
 
債券市況 
オーストラリアの社債市況は下落しまし
た。 
債券市場では、豪州準備銀行（ＲＢＡ）
による金融引き締め観測が高まったこと
等から、オーストラリアの金利は上昇し

ました。こうした環境下、オーストラリ
アの金利が上昇したこと等がマイナス要
因となり、社債市況は下落しました。 
 
オーストラリアＲＥＩＴ市況 
オーストラリアＲＥＩＴ市況は下落しま
した。 
経済回復期待などから2021年12月まで
は上昇を維持したものの、2022年１月以
降はＲＢＡの金融引き締め観測や長期金
利の上昇、ウクライナ情勢の悪化などに
よる市場の警戒感の高まりなどから、Ｒ
ＥＩＴ市況は下落へと転じました。 
不動産用途別では、ヘルスケアや専門・
その他投資型などが上昇した一方、住宅
用、各種・分散投資型などが下落しまし
た。 
 
為替市況 
豪ドルは対円で上昇しました。 

第８期：2021年９月16日～2022年３月15日

オーストラリア好利回り３資産バランス（年２回決算型）
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オーストラリア好利回り３資産バランス（年２回決算型）

 
当該投資信託のポートフォリオについて 

 
オーストラリア好利回り３資産バラ
ンス（年２回決算型） 
債券、株式およびリートに対する資産配
分比率は、40：40：20の基本資産配分
比率を維持しました。 
実質組入外貨建資産については、為替ヘ
ッジは行いませんでした。 
 
ＡＭＰ オーストラリア高配当株式
マザーファンド 
銘柄選定にあたっては、健全な財務体質
を有し、高い競争優位性や強固なキャッ
シュフローにより高い配当利回りが期待
される銘柄の組み入れを行い、組入比率
は高位を維持しました。 
銘柄入替では、経済再開の恩恵を受
けると判断したことなどからSTAR 
ENTERTAINMENT GRP LTD/Tなど
を新規に組み入れました。一方で、
より魅力的な銘柄へ投資するため
WOOLWORTHS GROUP LTDなど
を全株売却しました。 
 
ＡＭＰ オーストラリア・ハイイン
カム債券マザーファンド 
オーストラリアの企業が発行する普通社
債および劣後債等のハイブリッド証券を

高位に組み入れる運用を行いました。 
豪ドル以外の通貨建て債券等に投資した
場合は、原則として、実質的に豪ドル建
てとなるように外国為替予約取引等を行
っています。 
また、デュレーション（平均回収期間や
金利感応度）調整等のため、債券先物取
引等を利用する場合があります。 
デュレーションについては、2022年２月
末時点において市場平均と比べて短めと
しました。また、債券種別配分について
は、相対的に魅力度が高いと考えられる
ハイブリッド証券を組み入れました。 
 
ＡＭＰ オーストラリアＲＥＩＴマ
ザーファンド 
ＲＥＩＴへの投資にあたっては、人口動
態分析、マクロ経済分析等のトップダウ
ン・アプローチと、個別銘柄の割安度や
保有資産・業績の分析および資本構造や
経営の質等の分析によるボトムアップ・
アプローチを併用し、銘柄選定を行いま
した。 
当期は、店舗用、工業用などの投資比率
を引き上げた一方、各種・分散投資型、
オフィスなどの投資比率を引き下げまし
た。 
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オーストラリア好利回り３資産バランス（年２回決算型）

 
当該投資信託のベンチマークとの差異について 

 
当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 
従って、ベンチマークおよび参考指数との対比は表記できません。 
 
 
分配金について 

 
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。 
 
分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み） 
 

項 目  第８期 
2021年９月16日～2022年３月15日 

 当期分配金（対基準価額比率）  80（0.675％） 

  当期の収益  80 

  当期の収益以外  － 

 翌期繰越分配対象額  1,775 

 
（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基

準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。 
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オーストラリア好利回り３資産バランス（年２回決算型）

 今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。） 
 
オーストラリア好利回り３資産バラ
ンス（年２回決算型） 
オーストラリアの債券、株式およびリー
トへ実質的な投資を行います。 
債券、株式およびリートへの資産配分比
率は、40：40：20を維持することを基
本とします。なお、投資環境の悪化が予
想される場合には、段階的に株式・リー
トの実質組入比率を引き下げる一方、豪
ドル預金等の組入比率を引き上げ、投資
リスクの抑制をはかる方針です。 
実質組入外貨建資産については、原則と
して為替ヘッジを行いません。 
 
ＡＭＰ オーストラリア高配当株式
マザーファンド 
引き続き、健全な財務体質を有し、高い
競争優位性や強固なキャッシュフローに
より高い配当利回りが期待される銘柄を
中心に組み入れていく方針です。 
 
ＡＭＰ オーストラリア・ハイイン
カム債券マザーファンド 
オーストラリアでは、地域やセクターで
経済の回復の程度にばらつきがあるもの
の、ハイ・イールド市場を含めた社債市
場全体で見ると、デフォルト率は低水準
にあり、今後、同水準が続くことが見込
まれます。また、商品価格の見通しの改

善が市場の上昇要因になると考えられま
す。今後は地政学的リスクの高まり等、
想定されるリスク要因をふまえて、米国、
オーストラリアの景気動向や金融政策等、
オーストラリア社債市況を取り巻く環境
を注視しつつ、より慎重な銘柄選択を行
っていく方針です。 
債券種別については、引き続き相対的に
魅力度が高いと考えられるハイブリッド
証券を組み入れる方針です。ファンドの
デュレーションについては、債券先物を
適宜活用しつつ市場環境に応じて機動的
に調整する方針です。 
 
ＡＭＰ オーストラリアＲＥＩＴマ
ザーファンド 
オーストラリアＲＥＩＴは、新型コロナ
ウイルスワクチンの広範な接種による経
済正常化期待を受けた投資家心理の回復
などを背景に徐々に落ち着きを取り戻し
つつあるものの、不透明感は続いていま
す。またインフレ警戒感や金利の上昇も
不透明感を高める可能性があり注視して
います。 
不動産の用途別では、事業環境が良好な
工業用不動産を保有する銘柄に注目して
います。工業用のリートに関しては、オ
ンライン・ショッピング市場の拡大期待
などを背景に事業環境は良好です。オフ
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ィスに関しては、新型コロナウイルスワ
クチンの普及などによりオフィス需要は
回復してくると考えますが、オフィス・
スペースへの需要変化や在宅勤務の浸透
などによるワークスタイルの多様化など
も考慮すると、見極めが必要とみていま
す。堅調であったシドニーやメルボルン
の住宅価格の上昇ペースは緩やかになっ
ていくとみています。当局が、利上げを
実施することや、金融システムの安定を
図り住宅市場に規制を導入する可能性な

どを注視しています。一方で、店舗用不
動産は、住宅市場の改善などを受けて、
大型店舗用不動産の収益回復を見込んで
おりますが、オンライン・ショッピング
市場の台頭に伴い、実店舗の収益への下
押し圧力が想定されることから慎重にみ
ています。 
運用につきましては、不動産価値の向上
が期待される優良な物件を重視した運用
を行い、中長期的な信託財産の成長と配
当収益の確保をめざします。 
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１万口当たりの費用明細 

 
項目 

 当期  
項目の概要 

 金額（円）  比率（％）  

(ａ)信 託 報 酬  95  0.818  (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数） 

 ( 投 信 会 社 )  (55)  (0.469)  ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価 
 ( 販 売 会 社 )  (38)  (0.327)  交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価 
 ( 受 託 会 社 )  (3)  (0.022)  ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価 

(ｂ)売買委託手数料  9  0.077  (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料 

 ( 株 式 )  (7)  (0.056)   
 ( 投資信託証券 )  (2)  (0.019)   
 (先物・オプション)  (0)  (0.001)   

(ｃ)そ の 他 費 用  6  0.055  (ｃ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 ( 保 管 費 用 )  (6)  (0.050)  有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用 
 ( 監 査 費 用 )  (0)  (0.002)  ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用 
 ( そ の 他 )  (0)  (0.003)  信託事務の処理等に要するその他諸費用 

合  計  110  0.950   

期中の平均基準価額は、11,650円です。   
 
（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を

含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。 

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。 

（注）売買委託手数料およびその他費用は、このファン
ドが組み入れている親投資信託が支払った金額の
うち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。 

2021年９月16日～2022年３月15日
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（参考情報） 
■総経費率 
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は1.76％です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

（注）費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 
（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。 
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オーストラリア好利回り３資産バランス（年２回決算型）

○売買及び取引の状況 (2021年９月16日～2022年３月15日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ＡＭＰ オーストラリア・ハイインカム債券マザーファンド 210,455 306,640 678,740 989,200 

ＡＭＰ オーストラリアＲＥＩＴマザーファンド 238,120 361,460 479,292 740,770 
ＡＭＰ オーストラリア高配当株式マザーファンド 123,578 163,990 849,589 1,177,240 

 
 
 

○株式売買比率 (2021年９月16日～2022年３月15日) 

 

項 目 
当 期 

ＡＭＰ オーストラリア高配当株式マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 2,635,932千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 4,191,119千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.62   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年９月16日～2022年３月15日) 

 

＜オーストラリア好利回り３資産バランス（年２回決算型）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜ＡＭＰ オーストラリア・ハイインカム債券マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 5,516 57 1.0 6,553 60 0.9 

平均保有割合 66.5%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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＜ＡＭＰ オーストラリアＲＥＩＴマザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 262 169 64.5 677 236 34.9 

平均保有割合 86.8%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

＜ＡＭＰ オーストラリア高配当株式マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 147 － － 1,151 115 10.0 

平均保有割合 99.4%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪ銀行、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

○組入資産の明細 (2022年３月15日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ＡＭＰ オーストラリア・ハイインカム債券マザーファンド 3,227,837 2,759,552 4,030,049 

ＡＭＰ オーストラリアＲＥＩＴマザーファンド 1,538,599 1,297,427 1,946,530 

ＡＭＰ オーストラリア高配当株式マザーファンド 3,515,268 2,789,256 4,077,056 
 
 
 

  

親投資信託残高 
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オーストラリア好利回り３資産バランス（年２回決算型）

○投資信託財産の構成 (2022年３月15日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ＡＭＰ オーストラリア・ハイインカム債券マザーファンド 4,030,049 38.2 

ＡＭＰ オーストラリアＲＥＩＴマザーファンド 1,946,530 18.5 

ＡＭＰ オーストラリア高配当株式マザーファンド 4,077,056 38.7 

コール・ローン等、その他 491,750 4.6 

投資信託財産総額 10,545,385 100.0 
 

（注） ＡＭＰ オーストラリア・ハイインカム債券マザーファンドにおいて、期末における外貨建純資産（5,954,197千円）の投資信託財産総

額（6,147,848千円）に対する比率は96.9％です。 

（注） ＡＭＰ オーストラリアＲＥＩＴマザーファンドにおいて、期末における外貨建純資産（2,271,877千円）の投資信託財産総額（2,303,554

千円）に対する比率は98.6％です。 

（注） ＡＭＰ オーストラリア高配当株式マザーファンドにおいて、期末における外貨建純資産（4,098,311千円）の投資信託財産総額

（4,118,797千円）に対する比率は99.5％です。 

（注） 期末における外貨建純資産（71千円）の投資信託財産総額（10,545,385千円）に対する比率は0.0％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レートは

以下の通りです。 

１アメリカドル＝118.25円 １オーストラリアドル＝85.01円   
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年３月15日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 10,545,385,356   

 コール・ローン等 416,578,577   

 ＡＭＰ オーストラリア・ハイインカム債券マザーファンド(評価額) 4,030,049,882   

 ＡＭＰ オーストラリアＲＥＩＴマザーファンド(評価額) 1,946,530,112   

 ＡＭＰ オーストラリア高配当株式マザーファンド(評価額) 4,077,056,785   

 未収入金 75,170,000   

(B) 負債 179,284,623   

 未払収益分配金 70,424,905   

 未払解約金 19,064,873   

 未払信託報酬 89,579,842   

 未払利息 76   

 その他未払費用 214,927   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 10,366,100,733   

 元本 8,803,113,226   

 次期繰越損益金 1,562,987,507   

(D) 受益権総口数 8,803,113,226口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,775円 
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 10,484,935,186円 

期中追加設定元本額 404,237,756円 

期中一部解約元本額 2,086,059,716円 

また、１口当たり純資産額は、期末1.1775円です。 

○損益の状況 (2021年９月16日～2022年３月15日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       31,160   

 受取利息 555   

 支払利息 △       31,715   

(B) 有価証券売買損益 445,922,519   

 売買益 503,162,346   

 売買損 △   57,239,827   

(C) 信託報酬等 △   89,800,709   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 356,090,650   

(E) 前期繰越損益金 1,052,344,024   

(F) 追加信託差損益金 224,977,738   

 (配当等相当額) (    111,400,542)  

 (売買損益相当額) (    113,577,196)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,633,412,412   

(H) 収益分配金 △   70,424,905   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,562,987,507   

 追加信託差損益金 224,977,738   

 (配当等相当額) (    112,017,122)  

 (売買損益相当額) (    112,960,616)  

 分配準備積立金 1,338,009,769   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②分配金の計算過程 

項 目 
2021年９月16日～ 
2022年３月15日 

費用控除後の配当等収益額 131,433,260円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 224,657,390円 

収益調整金額 224,977,738円 

分配準備積立金額 1,052,344,024円 

当ファンドの分配対象収益額 1,633,412,412円 

１万口当たり収益分配対象額 1,855円 

１万口当たり分配金額 80円 

収益分配金金額 70,424,905円 

③「ＡＭＰ オーストラリア・ハイインカム債券マザーファンド」の信託財産の運用の指図に係る権限の全部または一部を委託するために要

する費用として、信託財産に属する同親投資信託の信託財産の純資産総額に対し年10,000分の44以内の率を乗じて得た額を委託者報酬の

中から支弁しております。 

「ＡＭＰ オーストラリア高配当株式マザーファンド」の信託財産の運用の指図に係る権限の全部または一部を委託するために要する費用

として、信託財産に属する同親投資信託の信託財産の純資産総額に対し年10,000分の44以内の率を乗じて得た額を委託者報酬の中から支

弁しております。 

「ＡＭＰ オーストラリアＲＥＩＴマザーファンド」の信託財産の運用の指図に係る権限の全部または一部を委託するために要する費用と

して、信託財産に属する同親投資信託の信託財産の純資産総額に対し年10,000分の44以内の率を乗じて得た額を委託者報酬の中から支弁

しております。 
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○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 80円 
 
◆分配金は決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、2022年３月15日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。

◆課税上の取り扱い 

・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復興

特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択することも

できます。 

・分配時において、外国税控除の適用となった場合には、分配時の税金が上記と異なる場合があります。 

 

※法人受益者に対する課税は異なります。 

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

※NISAおよびジュニアNISAをご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所

得が一定期間非課税となります。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 
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